
幸子
Eぎ

願

と

聖旨
耳豆

性

｜
｜
日
蓮
聖
人
の

「
誓
願
」

の
意
味
l
｜

町

田

是

正

、
霊
性
に
つ
い
て

、
「
智
者
」
の
普
願

二
、
普
願
に
つ
い
て

四
、
「
立
教
」
の
普
願

霊
性
に
つ
い
て
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わ
が
日
蓮
教
団
で
は
、

「
普
願
と
霊
性
」
と
い
う
論
題
名
は
余
り
見
る
こ
と
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
宗
教
性
の
特
異
な
概

念
と
し
て
の
「
霊
性
」
と
い
う
語
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
用
語
で
あ
り
、
我
国
の
宗
教
界
で
は
、
曹
洞
・
臨
済
禅
に
於
て
比
較
的
抵
抗
な
く

用
い
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
っ
て
、
わ
が
教
団
内
で
使
用
す
る
と
き
に
は
、
抵
抗
を
覚
え
る
以
上
に
、
奇
異
に
感
ず
る
で
あ
ろ
う
。

円
一
八
七

O
t
－
九
六
六
》
円
l
v

我
固
に
於
て
「
霊
性
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
始
め
て
学
問
的
成
果
を
あ
げ
た
の
は
、
鈴
木
大
拙
博
士
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
博
士
の
著
書

『
日
本
的
霊
性
』
の
所
論
を
参
照
し
、
筆
者
の
理
解
を
加
味
し
て
、

「
霊
性
」
の
意
味
を
少
し
く
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
精
神
」
と
「
霊
性
」
に
当
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
、

た
と
え
ば
ド
イ
ツ
語
で
は
、

共
に
「
品
。
吋
の
包
忠
」
と
同
じ
綴
り
で
日
常
用
い
ら
れ

て
い
る
。
然
し
、
学
的
用
語
に
厳
密
性
と
意
味
を
求
め
る
ド
イ
ツ
で
は
、
別
に
「
霊
性
」
に
当
る
語
と
し
て
「
色
。
の
宮
昆
の

vwaけ
」
を
用

い
、
そ
の
宗
教
的
色
彩
を
強
調
し
て
お
り
、
単
に
日
常
会
話
で
「
ガ
イ
ス
ト
」

（
精
神
〉
と
使
用
す
る
場
合
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。

普
願
と
霊
性
（
町
田
〉



普
願
と
霊
性
ハ
町
田
〉

－
』
・
』
包

q

’
ど
き

「
霊
性
」
と
は
、
単
に
精
神
の
作
用
を
指
す
の
で
は
な
く
、
倫
理
的
規
範
を

超
越
し
た
宗
教
意
識
を
指
し
て
い
る
様
に
思
え
る
。
つ
ま
り
、
精
神
と
か
心
の
概
念
で
は
包
み
き
れ
な
い
、
精
神
の
内
奥
に
在
っ
て
、
知

情
意
を
は
た
ら
か
せ
て
い
る
原
理
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

随
っ
て
「
霊
性
」
は
、
人
間
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
営
み
の
源
泉
で
あ
る
と
も
云
え
る
。
若
し
仏
教
の
語
裁
で
云
え
ば
、
殊
に
禅
の
常
用
語

右
の
ド
イ
ツ
語
の
使
用
例
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、

で
あ
る
「
大
円
鏡
智
」
と
、

「
成
所
作
智
」
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
大
円
鏡
地
を
霊
性
の
知
的
直
覚
と
云
う
な
ら
ば
、
成

所
作
智
は
霊
性
の
意
的
直
覚
と
表
現
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
若
し
、
日
蓮
聖
人
に
即
し
て
云
え
ば
、
法
華
経
行
者
の
忍
難
の
弘
通

を
お
し
す
す
め
た
精
神
的
当
為
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。
《
切
一
河
口
V

門

ω〉
Z剛
内
寸

O
吋
吋
同
HLMWZ
関
Mloω
吋，

mv

筆
者
は
一
昨
年
、
遠
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
空
の
下
、
西
ド
イ
ツ
・
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
「
聖
オ
ッ
テ
イ
リ
エ
ン
大
修
道
院
」
で
、
僅
か
に
三
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ヶ
月
の
短
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
日
蓮
宗
僧
侶
と
し
て
始
め
て
修
道
生
活
を
体
験
す
る
な
か
で
、
は
か
ら
ず
も
「
替
願
」
の
意
義
と
「
霊

性
」
の
意
味
に
つ
い
て
、
思
索
を
め
ぐ
ら
す
撃
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
勺
以
来
、
帰
朝
し
て
今
日
に
至
る
も
、
震
と
霊
性
の
問

題
は
、
理
論
と
し
て
で
は
な
く
、
信
仰
を
深
め
る
「
縁
」
と
し
て
、
筆
者
自
身
の
胸
奥
で
胎
動
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
筆

者
の
思
い
を
背
景
と
し
な
が
ら
、
極
め
て
恋
意
的
な
拙
論
の
展
開
で
は
あ
る
が
、
此
処
に
改
め
て
、
日
蓮
聖
人
の
「
普
願
」

l
殊
に
立
教

閲
宗
を
中
心
に
し
て

l
の
意
味
を
聞
い
直
し
て
み
た
い
と
思
う
。

〔註〕〈
1
〉
鈴
木
大
拙
『
日
本
的
霊
性
』
（
昭
和
十
九
年
・
大
東
出
版
社
・
昭
和
四
十
七
年
岩
波
文
庫
に
所
収
さ
れ
た
〉
『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
ハ
昭
和
二

十
一
年
・
「
鈴
木
大
抽
選
集
」
春
秋
社
第
九
巻
所
収
可
「
霊
性
」
の
語
が
曹
洞
・
臨
済
で
比
較
的
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
鈴
木
博
士
に
依
る
所

が
大
き
い
。
博
士
は
「
禅
」
の
説
明
に
当
っ
て
、
特
に
膨
大
な
英
文
論
文
で
は
、
禅
の
述
語
を
し
り
ぞ
け
て
現
代
語
で
表
現
す
る
こ
と
に
努
め
、



〈

2
〉

「
禅
」
と
は
、
存
在
の
最
も
深
い
基
礎
を
え
ぐ
り
、
形
式
や
技
巧
の
す
べ
て
を
勧
砕
し
、
全
く
裸
の
精
神
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
執
着
の
な
い
和
・

敬
・
清
・
寂
の
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
体
得
・
体
験
・
直
覚
が
禅
で
あ
る
と
す
る
。
博
士
の
こ
う
し
た
「
禅
」
の
理
解
が
、
「
霊
性
」
と
い
う
微
妙

で
深
遠
な
宗
教
意
識
え
と
連
動
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

西
ド
イ
ツ
・
聖
オ
ッ
テ
4

リエ

γ
大
修
道
院
の
修
道
生
活
に
つ
い
て
、
筆
者
は
す
で
に
、
修
道
普
顕
の
こ
と
・
迫
害
と
犠
牲
・
愛
と
慈
悲
・
愛
と

献
身
・
霊
性
の
交
流
な
ど
に
つ
い
て
拙
著
『
修
道
普
願
と
霊
性
』
ハ
接
神
五
十
三
号
・
昭
和
五
十
六
年
〉
。
『
愛
と
哲
顕
』
（
玉
成
十
五
号
・
池

上
本
門
寺
内
玉
成
会
・
昭
和
五
十
七
年
〉
に
成
果
の
－
部
を
報
告
し
て
お
い
た
。

誓
願
に
つ
い
て

向
島
脚
聞
の

ovo伸一
V

《
品
。
『

d
q
gロ
日
開
同
〉

「
祈
り
」
と
か
「
ね
が
い
」
と
い
う
意
識
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
普
願
は
「
必
ず

S
Z
司
o
g
a
v

成
し
遂
げ
た
い
」
と
す
る
、
意
志
の
連
動
作
用
の
こ
と
で
あ
る
。
随
っ
て
、
時
に
は
自
己
に
対
し
て
精
神
的
「
か
せ
」
と
な
る
こ
と
も
あ

《
品
目
。
司
『
ぬ
ロ
角
田

ov

り
、
ま
た
時
に
は
躍
動
す
る
「
よ
ろ
こ
び
」
へ
と
昇
華
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
「
哲
願
」
は
、
自
己
の
霊
性
を
深
め
て
ゆ

《
両
国
師
国
の

o
－BVA凶
＠
》

「
普
願
」
と
い
う
コ
ト
パ
に
は
、
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く
重
要
な
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、

「
霊
性
」
の
深
ま
り
に
よ
っ
て
、
自
己
の
揺
湯
う
気
持
が
払
拭
さ
れ
て
、
確
固
た
る
普

願
者
へ
の
道
を
志
向
す
る
の
で
は
な
い
か
。

仏
教
に
於
け
る
四
弘
哲
願
（
総
願
〉

・
弥
陀
の
四
十
八
大
願
・
薬
師
の
十
二
大
願
・
釈
迦
の
五
百
大
願
な
ど
、
そ
の
願
の
表
現
に
は
違

い
は
あ
っ
て
も
、
等
し
く
衆
生
の
放
済
を
普
願
の
本
旨
と
し
て
い
る
。

ま
た
筆
者
が
滞
在
し
た
聖
オ
ッ
テ
イ
リ
エ
ン
大
修
道
院
に
於
て
、
修
道
士
百
余
名
は
、
ベ
ネ
デ
イ
ク
ト
修
道
会
則

l
祈
り
・
労
働
・
読

番
ハ
学
習
〉

l
の
厳
し
い
修
道
に
明
け
暮
れ
る
な
か
で
、
そ
の
修
道
を
全
う
す
る
た
め
に
、
清
貧
〈
私
財
の
奉
献
と
謙
遜
の
徳
を
積
む
）

・
従
順
（
心
身
の
奉
献
・
殉
教
精
神
の
体
得
〉

・
貞
潔
〈
性
愛
の
奉
献
・
生
涯
独
身
）
を
修
道
番
願
と
す
る
こ
と
で
、
他
に
献
身
す
る
愛

普
顕
と
霊
性
（
町
田
）



普
顕
と
霊
性
ハ
町
田
〉

を
深
め
、

一
旦
事
あ
る
時
は
、
十
字
架
を
背
に
し
て
辺
境
の
地
に
赴
む
い
て
行
く
の
で
あ
る
。

普
願
の
語
意
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
如
く
、

「
普
願
」
は
、
慈
悲
の
精
神
を
実
践
し
よ
う
、
愛
の
心
を
具
現
し
よ
う
と
、
強
く
志
向
し
て

い
る
。
随
っ
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
殉
教
も
覚
悟
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
普
願
論
の
展
開
は
単
に
理
論
を
組
み
立

て
る
の
で
は
満
足
さ
れ
な
い
。
揺
ぐ
こ
と
の
な
い
信
の
確
立
こ
そ
、
哲
願
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
「
普
願
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
精
細
な
文
献
考
証
的
な
研
究
、
特
異
な
所
論
、
解
説
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
そ

れ
ら
か
ら
稗
益
さ
れ
る
所
が
多
く
あ
っ
た
。

さ
て
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
は
、
法
華
経
の
殉
教
の
如
来
使
と
称
せ
ら
れ
る
通
り
、
忍
難
慈
勝
の
軌
跡
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
数
多
い
遺

文
の
行
聞
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
法
華
経
行
者
の
意
識
、
留
難
重
々
の
迫
害
の
体
験
な
ど
が
現
証
し
て
い
よ
う
。
日
蓮
聖
人
の
著
述
の
大
半
が

短
篇
だ
と
云
う
こ
と
は
、
大
著
を
成
す
時
間
的
余
裕
と
、
思
索
の
場
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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法
華
経
の
如
来
使
の
生
涯
を
全
う
す
る
た
め
に
は
、
絶
対
の
普
願
と
、
深
め
ら
れ
た
霊
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
蓮
聖
人
の
普
願

意
識
と
霊
性
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
培
か
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
蓮
聖
人
の
「
普
願
」
と
聞
け
ば
、
直
に
『
関
目
紗
』
に
閲
顕
さ
れ
る
コ
ニ
大
番
願
」
の
一
条
を
想
起
さ
せ
ら
れ
る
。
周
知
の
通
り
三

大
哲
願
の
一
条
は
、
仏
陀
釈
尊
の
「
普
願
」
を
継
承
す
る
者
と
し
て
、
如
来
使
の
自
覚
を
確
し
か
め
ら
れ
た
箇
処
で
あ
る
。

詮
す
る
と
こ
ろ
は
天
も
す
で
怠
諸
難
に
も
あ
え
身
命
を
期
と
せ
ん
。
身
子
が
六
十
劫
菩
隆
一
行
を
退
せ
し
乞
眠
の
婆
羅
門
の
寅
を
堪
ピ

る
ゆ
へ
。
久
遠
大
通
の
三
五
の
鹿
を
ふ
る
悪
知
識
に
値
ゆ
へ
な
り
。
善
に
付
け
悪
に
つ
け
法
華
経
を
す
つ
る
地
獄
の
業
な
る
べ
し
。

本
願
を
立
つ
。

日
本
国
の
位
を
ゆ
づ
ら
む
法
華
経
を
す
て
て
観
経
等
に
つ
い
て
後
生
を
ご
せ
よ
。
父
母
の
頚
を
例
念
仏
申
さ
さ
ず

わ
、
な
ん
ど
の
種
々
の
大
難
出
来
す
と
も
智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
用
じ
と
な
り
。
其
外
の
大
難
風
の
前
の
塵
な
る
べ
し
。
我
日



本
の
柱
と
な
ら
む
吹
田
本
の
眼
目
と
な
ら
む
我
町
本
の
大
船
と
な
ら
む
等
と
ち
か
い
し
願
や
ぷ
る
べ
か
ら
か
》

古
来
、
法
華
経
行
者
の
普
願
の
宣
明
、
そ
の
体
現
の
た
め
に
生
涯
を
捧
げ
き
た
っ
た
事
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
御
文
書
と
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
本
紗
の
官
頭
に
「
夫
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
三
あ
り
。
所
調
主
・
師
・
親
こ
れ
な
り
」
（
定
遺
五
三
五
頁
〉
と
あ
り
、
更
に

「
大
覚
世
尊
、
此
一
切
衆
生
の
大
導
師
・
大
眼
目
・
大
橋
梁
・
大
船
師
・
大
福
田
等
な
り
」
（
定
遺
五
三
八
頁
〉
と
あ
り
、
一
ニ
大
普
願
の

三
大
を
夫
々
に
、
日
本
の
柱
は
主
徳
、
眼
目
は
師
徳
、
大
船
は
親
徳
を
具
備
す
る
も
の
と
配
し
、
三
大
番
願
の
内
容
を
具
体
的
に
開
示
し

て
い
る
。
三
大
番
願
を
仏
陀
釈
尊
の
三
徳
に
配
す
る
こ
と
で
、
今
の
日
惑
の
替
願
は
、
釈
尊
の
哲
願
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
遺
文
を
照
合
し
た
考
証
的
考
察
は
、
遺
文
の
講
義
集
な
ど
の
研
究
に
ゆ
ず
り
た
い
。
筆
者
は
此
処
で
は
、
先
に
引
用

し
た
文
中
、
傍
点
を
付
し
た
「
本
願
を
立
つ
」
の
一
文
と
、

「
智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
」
の
一
文
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
察
を
加
え
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て
お
き
た
い
。

す
で
に
理
解
さ
れ
る
如
く
、

「
誓
願
」
は
自
己
の
絶
対
的
意
志
を
体
現
す
る
志
向
で
あ
る
。
退
転
す
る
こ
と
の
な
い
絶
対
信
の
樹
立
で

あ
る
。
生
涯
を
賭
け
て
の
願
行
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
醤
願
」
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、

智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
用
じ
と
な
り
。
其
外
の
大
難
風
の
前
の
塵
な
る
べ
し

『
関
目
紗
』
に
宣
明
す
る

と
の
御
文
書
を
拝
す
る
と
き
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く
、
日
蓮
聖
人
の
強
烈
な
ま
で
の
主
知
的
立
場
を
哲
願
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
は
、

こ
の
主
知
的
基
盤
は
、
す
で
に
清
澄
寺
修
学
の
時
代
に
麟
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、

幼
少
の
時
よ
り
虚
空
蔵
菩
薩
に
願
を
立
て
云
く
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
給
え

普
顧
と
霊
性
（
町
田
）



普
顕
と
霊
性
ハ
町
田
〉

と
立
顕
を
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
関
目
鯵
』
の
「
智
者
に
我
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
云
云
」
の
智
者
の
認
識
は
、
明
ら
か
に
清
澄
修
学

の
智
願
の
延
長
線
上
で
発
展
し
た
普
顕
で
あ
る
事
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
所
で
あ
る
。

従
前
、
「
本
ト
願
を
立
%
は
の
一
文
に
つ
い
て
、
「
大
願
を
立
つ
」
と
読
む
べ
き
か
、

解
釈
を
め
ぐ
っ
て
議
論
の
岐
れ
る
所
で
あ
る
市
》
す
で
に
「
智
者
普
願
」
が
清
澄
修
学
時
の
立
顕
で
あ
り
、
ま
た
『
関
目
妙
』
全
篇
の
構

「
本
ト
願
を
立
つ
」
と
す
べ
き
か
、
叉
は
そ
の

成
が
、
日
蓮
聖
人
の
教
義
・
思
想
・
信
仰
が
揮
然
と
し
て
文
面
に
あ
ふ
れ
、

一
切
衆
生
の
盲
目
を
聞
く
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
、

そ
の
主
知
的
立
場
を
流
れ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
哲
願
の
支
柱
は
、

「
大
願
」
で
は
な
く
、

「
本
ト
願
」
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

然
し
現
代
に
於
て
、
例
え
ば
回
避
聖
人
の
宗
教
を
論
じ
、
日
蓮
聖
人
の
救
済
観
を
論
ず
る
と
き
は
、

願
と
さ
れ
、
忍
難
六
十
一
年
の
御
生
涯
で
あ
り
ま
し
た
」
と
、

「
一
切
衆
生
の
教
済
を
悲
願
・
大

「
大
願
」
と
表
現
す
る
事
は
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

即
ち
『
種
種
御
振
舞
御
書
』
に
於
て
、

ま
ら
せ
給
ベ
き
瑞
相
に
日
蓮
さ
き
が
け
し
た
り
。
わ
た
う
ど
も
二
陣
三
陣
つ
づ
き
て
云
云
」

「
法
華
経
の
肝
心
、
諸
仏
の
眼
目
た
る
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
、
末
法
の
始
に
一
閤
浮
提
に
ひ
ろ

( 40 ) 

（
定
遺
九
六
二
頁
〉
と
の
、
末
法
広
宣
流
布

へ
の
遺
誠
の
場
合
に
は
、

「
大
願
」
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
現
代
の
日
蓮
門
下
の
総
弘
通
の
立
場
か
ら
し
て
も
、

皆

帰
妙
法
を
大
願
」
と
し
た
い
と
す
る
の
は
、
当
然
の
在
り
方
で
あ
る
と
思
う
。

《

mv

然
し
、
日
連
聖
人
が
「
十
二
の
と
し
よ
り
此
の
願
を
立
つ
」
と
、
虚
空
蔵
菩
薩
に
対
し
て
の
立
願
・
智
願
の
意
味
と
、
末
法
弘
通
の
制

誠
と
し
て
の
大
願
の
意
味
と
は
、
次
元
を
異
に
し
て
い
る
宗
教
理
念
の
問
題
の
よ
う
に
思
え
る
。
。

随
っ
て
、

『
関
目
妙
』
の
「
本
ト
願
を
立
つ
」
の
一
文
を
、
素
直
に
「
も
と
（
元
・
原
・
始
〉
、
願
（
智
願
〉
を
立
て
」
と
読
む
な
ら

ば
、
そ
れ
は
法
華
経
方
便
品
に
於
け
る

我
本
立
替
願
、
欲
令
一
切
衆
、
如
我
等
無
具
、
如
我
品
目
所
願
、
今
者
己
満
足
、
化
一
切
衆
生
、
皆
令
入
仏
海
v



の
教
説
を
受
け
て
い
る
解
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
「
本
ト
願
を
立
つ
」
と
宣
言
す
る
こ
と
で
、
釈
尊
の
「
我
本
立
普
顕
」
を
継
承
す
る

如
来
使
の
自
覚
を
表
明
し
、
同
時
に
「
日
本
第
一
の
智
者
普
顕
」
の
祈
請
を
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
、
「
本
ト
願
を
立
つ
」
の
一
定
、
他
替
に
於
て
、
「
一
つ
の
願
を
お
こ
・

3
と
か
、

表
現
さ
れ
て
い
る
事
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
当
し
く
「
日
本
第
一
の
智
者
替
願
」
を
本
願
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

〔註〕〈
3
〉

《

uv

ご
つ
の
願
を
立
つ
」
と
、

ハ
4
〉

（

5
〉

〈

6
）

ハ
7
〉

ハ
8
）

ハ
9
〉

塩
田
義
遜
『
法
華
経
に
於
け
る
願
と
受
持
譲
与
』
ハ
棲
神
三
三
号
所
収
〉
。
上
田
本
田
国
『
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
願
の
研
究
』
（
棲
神
三
六
号
所
収
〉
。

日
蓮
宗
刊
『
日
蓮
宗
事
典
』
の
「
三
大
普
願
」
の
項
参
照
。

田
村
芳
朗
『
日
蓮
l
殉
教
の
如
来
使
』
〈
N
H
Kブ
ッ
ク
ス
・
日
本
放
送
出
版
協
会
〉
0

閲
目
鈴
・
定
遺
六

O
一頁。

前
向
普
無
畏
三
蔵
鈴
・
定
遺
四
七
三
頁
。
破
良
観
等
御
書
・
定
遺
一
二
八
三
頁
。

註
ハ
5
〉
参
。

清
水
竜
山
碩
学
は
『
関
目
紗
講
義
』
（
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
第
九
巻
下
〉
に
於
て
、
「
も
し
御
真
蹟
に
本
願
と
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

恐
ら
く
個
々
御
筆
誤
で
あ
る
と
云
い
た
い
。
本
紗
の
前
後
に
照
し
、
聖
祖
の
発
願
の
所
依
な
る
宝
塔
品
六
鍵
九
易
・
勧
持
品
廿
行
の
偏
等
に
照
し

て
見
る
時
「
大
願
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
0

・
：
即
ち
六
難
九
易
の
文
に
「
此
為
難
事
宜
発
大
願
」
と
あ
る
に
応
じ
て
、
今
の
「
大
願
を
立
て
ん
乃

至
種
々
の
大
難
出
来
す
と
も
乃
至
其
外
の
大
難
風
の
前
の
鹿
な
る
べ
し
乃
至
普
い
し
願
破
る
べ
か
ら
ず
」
と
な
っ
た
こ
と
は
、
：
・
須
く
「
大
顕
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
0

・
：
吾
祖
の
大
願
は
本
経
正
宗
分
の
其
等
に
直
接
激
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
法
華
経
と
滅
後
と
を
結
ぶ
流
通
分
の
文
に

直
接
激
発
せ
ら
れ
て
の
立
教
開
宗
死
身
弘
法
の
願
な
る
故
に
、
若
し
経
の
「
本
立
番
願
」
・
「
昔
所
願
」
等
に
例
し
て
、
今
の
文
を
解
せ
ん
と
す

る
者
は
、
全
く
経
意
聖
意
を
解
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
o
」
ハ
五
五
四
｜
五
五
六
頁
よ
り
彦
借
〉

こ
れ
に
対
し
て
、
立
正
大
学
の
渡
辺
宝
陽
教
授
は
「
本
と
願
を
立
つ
、
大
願
を
立
て
ん
は
真
蹟
の
読
み
方
に
よ
る
。
「
立
ハ
つ
〉
」
「
立
ハ
て
ん
ど

の
、
カ
ヲ
コ
内
は
後
人
の
訓
点
で
あ
る
o

「
大
願
を
立
て
ん
」
と
い
う
訓
は
所
調
、
－
天
四
海
皆
帰
妙
法
の
大
き
な
顕
を
進
め
て
行
こ
う
と
す
る
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哲
願
と
霊
性
ハ
町
田
）



普
願
と
霊
位
ハ
町
田
〉

（加〉
ハ
U
〉

ハロ〉
〈路〉

イ
メ
ー
ジ
に
連
な
る
。
し
か
し
、
日
蓮
聖
人
の
普
願
は
教
主
釈
尊
の
普
願
の
継
承
な
の
で
あ
る
。
「
本
と
願
を
立
つ
」
の
表
現
は
、
法
華
経
方
便

品
の
「
我
本
立
普
顕
云
云
」
等
の
経
説
を
受
け
て
い
る
。
随
っ
て
「
本
と
願
を
立
つ
」
と
は
、
立
教
閲
宗
以
来
の
日
蓮
聖
人
の
普
顕
を
明
ら
か
に

す
る
言
楽
で
あ
り
、
釈
尊
の
哲
願
を
継
承
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
」
〈
日
蓮
宗
事
典
・
「
三
大
哲
願
」
の
解
説
よ
り
・
－
ニ
九
頁
審
借
）

さ
て
、
現
代
の
宗
徒
が
挙
げ
て
「
大
願
」
に
帰
一
し
た
い
と
す
る
の
は
、
宗
徒
の
切
な
る
心
構
え
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
。
皆
帰
妙
法
を
実
現
し

た
い
と
身
内
に
昂
揚
し
て
く
る
願
望
・
緊
張
感
を
、
大
願
に
帰
－
す
る
こ
と
で
昇
華
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
情
熱
の
発
露
だ
と

云
え
よ
う
。
然
し
こ
れ
に
対
し
て
、
「
本
願
」
と
云
う
の
は
、
そ
の
個
人
の
生
死
を
賭
け
た
顧
い

2
2
4
q
g
g
o
v〉
で
あ
る
。
自
己
の
深
め
ら

れ
た
霊
性
・
高
め
ら
れ
た
信
仰
の
発
露
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
う
し
た
次
元
の
遣
い
を
明
確
に
し
て
お
か
な
い
と
、
日
蓮
聖
人
の
本
願
と
、
宗

徒
の
大
願
と
の
聞
に
混
同
を
ま
ね
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註
〈
7
〉
参
。

銀
本
・
岩
本
共
訳
注
『
法
華
経
』
・
岩
波
文
庫
上
巻
・
一

O
八
頁
。

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
・
定
遣
一
五
五
三
頁
。

報
恩
抄
・
定
遺
一
一
九
四
頁
。

『
関
目
妙
』
定
遺
五
七
O
頁。
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、

「
智
者
」

の
普
願

ハ
七
九
四
l
八

六

回

》

《

M
V

日
蓮
聖
人
の
修
学
の
期
聞
に
つ
い
て
は
、
十
二
歳
で
慈
覚
大
師
阿
仁
の
中
興
と
伝
え
ら
れ
る
清
澄
寺
に
入
寺
し
、
同
寺
の
本
尊
・
虚
空

蔵
菩
薩
に
対
し
て
「
日
本
第
一
の
智
者
」
た
ら
ん
と
の
立
願
を
な
い

W
J干
二
歳
に
至
る
ま
で
鎌
倉
・
京
都
・
高
野
・
叡
山
な
ど
諸
国
で

修
学
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
修
学
期
に
お
け
る
エ
ポ
ッ
ク
メ

I
キ
γ
グ
は
、
虚
空
蔵
書
薩
に
対
す
る
「
日
本
第
一
の
智
者
」
へ
の
立
願
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ

の
智
者
へ
の
祈
請
は
、
出
家
発
心
の
霊
性
を
一
点
に
凝
集
し
た
回
心
の
表
現
で
あ
る
。

《

U
V

と
こ
ろ
で
、
日
蓮
聖
人
の
回
心
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
諸
説
論
議
の
多
い
所
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
『
妙
法
尼
御
前
御
返
事
』
・

『
妙
法



比
丘
尼
御
返
且ヨ．，『

b~ 

は
人
生
の
無
常
感
の
故
と
述
J、

円
四
》

『
関
目
紗
』
に
は
父
母
救
済
の
為
と
云
い
、

《
却
》

『
神
国
王
書
』
で
は
現
実
の
王
法
仏

法
に
対
す
る
疑
惑
を
表
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
惟
う
に
、
十
二
歳
で
入
寺
さ
れ
た
当
時
、
両
親
は
い
ま
だ
健
在
で
あ
り
、
ま
た
十
二
・
十
六
歳
と
い
う
低
い
年
令
を
考
え
た
と

き
、
如
何
に
日
蓮
聖
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
無
常
感
・
出
離
生
死
・
王
法
仏
法
の
疑
惑
・
父
母
並
に
御
師
へ
の
報
恩
な
ど
そ
れ
ら
す
べ

て
に
亘
っ
て
、

人
生
体
験
と
思
索
を
深
め
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、

少
年
ら
し
い
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
た
も
の

は
、
学
道
精
進
の
知
的
世
界
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
事
は
、
同
時
代
の
法
然
・
親
驚
・
道
元
な
ど
が
、
無
常
感
を
出
家
の
動
機
と
し
て

《副》

い
る
こ
と
と
対
比
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
、
発
心
出
家
の
動
機
を
主
知
的
立
願
に
あ
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

『
普
無
畏
三
蔵
紗
』
に
次
の
如
く
見
え
る
。

而
る
を
日
蓮
は
安
房
国
東
条
の
郷
清
澄
山
の
住
人
也
。
幼
少
の
時
よ
り
虚
空
蔵
菩
薩
に
願
を
立
て
云
く
、
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し

Anv 

給
へ
と
云
云
。
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ま
た
『
破
良
観
等
御
書
』
に
も
次
の
如
く
追
懐
し
て
い
る
。

幼
少
の
時
よ
り
学
文
に
心
を
か
け
し
上
、
大
虚
空
蔵
菩
薩
の
御
宝
前
に
願
を
立
、
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
給
え
。
十
二
の
と
し
ょ

【盟》

り
此
願
を
立
。
其
所
願
に
子
細
あ
り
。
今
く
わ
し
く
の
せ
が
た
し
0

・

先
の
二
書
に
於
て
も
、
幼
少
時
の
立
願
が
「
智
者
」
で
あ
り
た
い
と
す
る
祈
請
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
智
願
」

「
所
願
に
子
細
あ
り
」
と
表
現
す
る
の
は
、
発
心
の
複
雑
な
心
境
、
微
妙
に
遁
れ
る
気
持
、
回
心
に
於
け
る
錯
綜
し
た
惑
い

が
、
追
懐
の
表
現
で
は
あ
る
が
、
修
学
立
願
時
に
お
け
る
思
い
が
如
実
に
語
ら
れ
て
い
る
。

に
つ
い
て
、

さ
ら
に
『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
で
は
、
修
学
立
願
の
心
境
を
事
こ
ま
か
く
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

普
願
と
霊
位
（
町
田
〉



普
願
と
霊
性
〈
町
田
）

日
蓮
は
日
本
国
安
一
房
固
と
申
固
に
生
て
候
し
が
、
民
の
家
よ
り
出
で
て
頭
を
そ
り
袈
裟
を
き
た
り
。
此
度
い
か
に
も
し
て
仏
種
を
も

植
へ
、
生
死
を
離
る
る
身
と
な
ら
ん
と
思
て
候
し
程
に
、
皆
人
の
願
せ
給
事
な
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
た
の
み
奉
り
、
幼
少
よ
り
名
号

を
唱
候
し
程
に
、
い
さ
さ
か
の
事
あ
り
て
、
此
事
を
疑
し
故
に
一
の
願
を
お
こ
す
0

・
・
：
：
所
詮
肝
要
を
知
る
身
と
な
ら
ば
や
と
思
し

故
に
、
随
分
に
は
し
り
ま
は
り
、
十
二
・
十
六
の
年
よ
り
三
十
二
に
毛
ま
で
二
十
余
年
が
問
、
鎌
倉
、
京
、
叡
山
、
圏
域
寺
、
高
野
、

天
王
寺
等
の
国
々
寺
々
あ
ら
あ
ら
羽
町
田
り
候
し
程
に
、
一
の
不
思
議
あ
い
v

出
家
の
動
機
に
つ
い
て
、
「
生
死
を
離
る
る
身
と
な
ら
ん
」
と
あ
っ
て
、
人
生
の
無
常
感
を
克
服
す
る
こ
と
が
、
発
心
契
機
の
如
く
に

受
け
と
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
直
後
に
、
「
所
詮
肝
要
を
知
る
身
と
な
ら
ば
や
と
恩
ひ
し
故
に
」
、
諸
国
諸
寺
に
遊
学
し
た
と
云
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
矢
張
り
出
家
発
心
の
契
機
は
主
知
的
立
願
に
あ
っ
た
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
が
愚
案
は
れ
が
た
し
。
：
：
：
い
か
ん
が
せ
ん
と
疑
と
こ
ろ
に
、
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『
報
恩
抄
』
の
な
か
に
、
次
の
よ
う
な
一
文
が
み
え
る
。

一
の
願
を
立
。
：
：
：
天
台
大
師
の
専
ら
経
文
を
師
と
し
て
一
代

の
勝
劣
を
か
ん
が
え
し
ご
と
く
、
一
切
経
を
開
き
み
る
に
、
浬
梁
経
と
申
経
に
云
依
レ
法
不
レ
依
レ
人
等
云
：
：
：
此
経
に
叉
云
依
＝
了
義

経
－
不
レ
依
＝
不
了
義
経
二
苔
京
。
此
経
に
指
と
こ
ろ
了
義
経
と
申
は
法
華
経
、
不
了
義
経
と
申
は
華
厳
経
・
大
日
経
・
浬
紫
経
等
の
巴

n
m
v
 

今
当
の
一
切
経
な
り
。
き
れ
ば
仏
の
遺
言
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
専
ら
法
華
経
を
明
銭
と
し
て
一
切
経
の
心
を
ば
し
る
べ
き
か
。

右
の
一
文
で
も
明
ら
か
に
、
智
者
普
願
の
立
場
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
先
に
鎖
仰
し
た
修
学
と
智
者
普
願
に
関
す
る
数
篇
の
御

文
書
の
執
筆
年
次
は
、
文
永
七
年
〈
世
寿
四
十
九
歳
〉
。
建
治
二
年
〈
世
寿
五
十
五
歳
〉
。
弘
安
元
年
（
世
寿
五
十
七
歳
〉
の
も
の
で
あ

る。
随
っ
て
、
い
ず
れ
も
十
二
歳
・
十
六
歳
時
の
立
願
を
、
追
想
追
懐
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
大
事
な
こ
と
は
、
十
二
歳
の
立
願



・
十
六
歳
の
智
顕
で
あ
っ
て
も
、
時
間
と
空
聞
を
超
越
し
て
、
そ
の
ま
ま
四
十
九
歳
の
立
顕
で
あ
り
、
五
十
五
歳
の
哲
願
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
清
澄
虚
空
蔵
菩
薩
に
対
す
る
祈
請
は
、
そ
の
後
十
六
年
の
諸
国
修
学
と
な
り
、
更
に
は
法
華
経
行
者
の
忍
難
四
十
余
年
の

軌
跡
と
な
っ
た
。
建
治
二
年
・
世
寿
五
十
五
歳
の
今
か
え
り
み
て
、
殉
教
如
来
使
の
法
悦
が
ほ
と
ば
し
り
、
時
空
を
超
え
て
、
十
二
・
十

六
歳
の
立
願
が
、
建
治
二
年
或
は
弘
安
元
年
の
「
時
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
固
定
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
清
澄
寺
入
寺
以
前
、
「
阿
弥
陀
を
た
の
み
す
幼
少
よ
り
名
号
を
唱
え
鴎
と
あ
る
如
く
、

《

叡

山

積

川

系

の

天

台

宗

に

所

属

》

《

mc

生
家
が
浄
土
念
仏
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
清
澄
寺
に
入
寺
し
て
は
、
天
台
本
覚
思
想
の
洗
礼
を
受
け
、
師
の
道
善
房
よ
り
浄

土
教
を
学
%
、
》
そ
の
為
に
暫
時
、
弥
陀
称
名
し
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
か
ろ
う
。

と
か
、 此
処
で
大
事
な
こ
と
は
、
こ
の
弥
陀
称
名
の
落
し
子
が
、

「
い
さ
さ
か
の
事
あ
り
て
此
事
を
疑
ひ
」

「
我
身
の
不
審
は
れ
が
た
き
」
（
註
＠
〉
・

「
其
所
願
に
子
細
あ
り
」
ハ
註
＠
〉

（
註
＠
〉
、

「
日
蓮
が
愚
案
は
れ
が
た
し
」

（
註
＠
）
と
し
て
、
参
学
と
求
道
に
精
進
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し
、
知
的
情
熱
を
た
ぎ
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
然
し
そ
の
知
的
欲
求
が
ま
ま
な
ら
ぬ
桔
抗
、
そ
の
た
め
の
焦
燥
感
な
ど
、
精
神
的
煩
悶
を
重

ね
る
。
そ
し
て
遂
に
ご
の
顕
を
立
つ
」

（
註
⑧
〉

・
「
一
の
願
を
お
こ
す
」

〈
註
＠
〉
と
し
て
、
虚
空
蔵
菩
麓
の
御
宝
前
に
願
を
立
て

て、

「
日
本
第
一
の
智
者
」

ハ
註
⑮
〉
の
立
願
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。

御
文
書
を
通
し
て
、
偽
わ
り
の
な
い
真
実
の
告
白
、
知
的
欲
求
の
情
熱
、
そ
し
て
普
願
へ
と
高
め
ら
れ
て
ゆ
く
霊
性
を
見
る
こ
と
が
出

来
る
。
然
し
、
そ
こ
に
は
日
蓮
聖
人
の
精
神
的
葛
藤
が
に
じ
ん
で
い
る
。

日
蓮
聖
人
が
自
己
の
徹
底
し
た
統
一
的
信
仰
を
確
立
す
る
に
当
っ
て
、

「
我
身
の
不
審
晴
れ
が
た
き
」

（
註
＠
）

「
日
蓮
の
愚
案
は
れ

が
た
し
」

（
註
＠
）
と
し
て
、
精
神
的
煩
悶
と
苦
悩
を
重
ね
ら
れ
る
。
こ
の
事
は
生
死
解
脱
の
志
と
、
仏
道
を
志
す
者
と
し
て
、
戒
定
慈

《
智
者
立
臨
時
》

の
何
れ
の
一
つ
も
及
ば
ざ
る
現
在
の
我
が
身
と
の
葛
藤
で
あ
る
。
そ
の
煩
悶
は
、
信
仰
ハ
霊
性
〉
樹
立
の
た
め
の
痛
み
で
あ
り
、
回
心
の

普
顕
と
霊
性
ハ
町
田
〉



普
願
と
霊
性
〈
町
田
〉

当
に
そ
の
時
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

信
仰
の
問
題
の
解
決
は
、
行
と
学
の
精
進
、
殊
に
教
義
の
徹
底
的
討
究
と
い
う
知
的
練
磨
を
離
れ
て
は
、
そ
の
成
就
は
望
め
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
事
は
、
我
々
、
浅
学
未
修
の
者
に
於
て
も
体
験
す
る
所
で
あ
る
。
発
心
回
心
と
学
道
精
進
と
は
、
当
に
略
啄
の
関
係
に
あ
る

と
云
え
よ
う
。

〈
日
朝
コ
元
組
化
導
怒
」
に
は
童
体
ヲ
バ
薬
王
丸
ト
号
ス
ル
也
と
幽
》

清
澄
寺
に
入
っ
た
日
蓮
聖
人
は
、
倦
む
こ
と
な
き
昼
夜
に
亘
る
刻
苦
修
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
智
者
普
願
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の

様
に
開
陳
し
て
い
る
。

生
死
の
島
空
蔵
菩
薩
よ
り
大
智
慧
を
給

γ
し
事
あ
り
き
。
日
本
第
一
の
智
者
と
な
し
給
へ
と
申
せ
し
事
を
不
便
と
や
忠
先
げ
ん
。
明

内

mv

星
の
如
な
る
大
宝
珠
を
給
て
袖
に
う
け
と
り
候
し
故
に
、
一
切
経
を
見
候
し
か
ば
八
宗
並
に
一
切
経
の
勝
劣
粗
是
を
知
り
ぬ
。

我
が
身
の
戒
・
定
・
慈
の
一
つ
と
し
て
及
ば
ざ
る
に
苦
悩
し
、
煩
悶
し
、
焦
燥
し
た
赤
裸
々
の
姿
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て

命
制
》

「
明
星
の
如
く
な
る
大
宝
珠
を
給
ぴ
て
右
の
袖
に
う
け
り
候
」
と
あ
っ
て
、
日
本
第
一
の
智
者
の
普
願
空
し
か
ら
ず
、
虚
空
蔵
菩
醸
の
御
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利
生
を
体
得
し
た
と
い
う
法
悦
が
宣
明
さ
れ
て
い
る
。
「
智
慈
の
宝
珠
」
を
袖
に
受
け
た
と
の
表
現
は
、
極
め
て
象
徴
的
な
宣
明
で
あ
る
。

そ
れ
は
知
的
普
願
に
於
け
る
絶
対
的
自
信
の
表
明
で
あ
り
、
我
身
の
煩
悶
と
葛
藤
が
払
拭
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
は
十
二
歳
で
天
台
宗
の
古
利
・
清
澄
寺
に
登
り
、
住
持
の
道
善
房
に
師
事
し
、
兄
弟
子
の
浄
顕
・
義
浄
よ
り
、

Q
M
m
v
 

各
々
二
人
は
日
蓮
幼
少
の
師
匠
に
て
お
わ
し
ま
す

と
あ
る
如
く
、

訓
育
指
導
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
、

修
学
の
志
を
知
行
両
面
に
亘
っ
て
満
た
し
て
く
れ
る
も
の
は
な
か
っ

た
。
即
ち
『
本
尊
問
答
抄
』
の
中
に
次
の
よ
う
な
追
想
が
み
ら
れ
る
。

v
－T

民

日
蓮
は
：
・
・
：
安
房
園
長
狭
郡
東
条
郷
片
海
の
海
人
が
子
也
。
生
年
十
二
同
郷
の
内
清
澄
寺
と
申
山
に
ま
か
り
て
、
遠
固
な
る
う
え
、



《

mv

寺
と
は
な
づ
け
て
候
へ
ど
も
修
学
人
な
し
。
然
而
随
分
諸
国
を
修
行
し
て
学
問
し
侯
し
ほ
ど
に
我
身
は
不
肖
也
σ

日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
清
澄
寺
は
修
学
の
意
を
満
た
し
て
は
く
れ
な
か
っ
た
。
端
的
に
云
え
ば
学
問
的
雰
囲
気
に
欠
け
て
い
た
の
で
あ

る
。
「
修
学
ノ
人
な
し
」
と
は
、
兄
弟
子
二
人
に
対
す
る
失
意
の
表
明
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
御
師
道
善
房
に
就
て
は
、

故
道
善
房
は
い
た
う
弟
子
な
れ
ば
、
日
蓮
を
ば
に
く
し
と
は
を
ぼ
せ
ざ
り
け
る
ら
め
ど
も
、
き
わ
め
て
憶
病
な
り
し
上
、
清
澄
を
は

《

お

》

な
れ
じ
と
執
せ
し
人
な
り
。

と
云
い
、
更
に
『
本
尊
問
答
抄
』
に

《

担

》

地
頭
を
お
そ
れ
給
い
て
、
心
中
に
は
不
便
と
お
ぼ
し
つ
ら
め
ど
も
、
外
に
は
か
た
き
の
よ
う
に
に
く
み
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と
見
え
、
立
教
宣
言
の
当
日
、
地
頭
東
条
景
信
に
よ
る
逮
離
於
塔
寺
の
迫
害
の
只
中
の
情
況
の
下
で
、
御
師
の
優
し
さ
、
恩
愛
を
思
い

つ
つ
も
、
然
し
、
師
の
力
量
と
識
見
に
不
満
の
意
を
示
し
、
殊
に
師
の
優
柔
不
断
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
入
寺
し
て
以
来
、
歳
月
を
経
る

に
し
た
が
っ
て
、
次
第
に
失
意
の
念
は
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
「
寺
と
は
な
づ
け
て
候
へ
ど
も
修
学
の
人
な
し
」
と
、
追
懐
さ

れ
る
程
に
、
浄
顕
・
義
浄
の
兄
弟
子
を
超
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
端
的
に
云
っ
て
、
法
師
蓮
長
は
、
清
澄
寺
に
於
て
学
び
得
る
も
の
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
知
的
情
熱
に
燃
え
た
多
感
な
少
年
の
知
的
欲
求
の
ま
ま
な
ら
ぬ
思
い
が
、
日
本
第
一
の
智
者
哲
願
へ
と
高
ま

っ
て
い
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

親
鷲
が
法
然
源
空
の
膝
下
に
参
学
し
た
如
く
、
或
は
道
元
が
天
童
山
如
浄
と
避
遁
し
た
如
く
、
日
蓮
聖
人
に
は
、

ベ
き
師
と
の
出
合
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
此
処
に
日
蓮
聖
人
の
主
知
的
な
独
立
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
知
的
欲
求
が
昂
ま

る
に
つ
れ
、
旺
盛
な
智
者
（
仏
限
〉
へ
の
願
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
遂
に
虚
空
蔵
菩
麓
に
対
す
る
祈
請
と
な
り
、
独
自
の
道
を
歩
む
決
意

一
期
一
会
と
も
云
う

普
願
と
霊
性
ハ
町
田
〉



普
顕
と
霊
性
ハ
町
田
〉

を
固
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

『
関
目
妙
』
に
於
て

〈お》

智
者
に
我
が
義
や
ぶ
ら
れ
ず
ば
用
じ
と
な
り

と
強
い
主
知
性
が
宣
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
事
は
既
に
述
べ
た
様
に
、
清
澄
修
学
・
智
者
普
願
の
延
長
線
上
に
於
け
る
「
智
者
」
の

絶
対
の
宣
明
で
あ
る
。
こ
の
強
烈
と
も
云
え
る
主
知
性
は
、
法
華
経
の
忍
難
色
読
に
も
劣
ら
な
い
、
日
蓮
聖
人
の
生
涯
を
貫
く
顕
著
な
特

徴
と
云
え
よ
い
待

さ
て
、
筆
者
の
斯
る
観
点

l
智
者
立
願
ー
に
つ
い
て
異
論
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
数
多
の
経
典
・
諸
宗
分
立
の
対
立
の
現
状

に
鑑
み
、
何
れ
が
真
仏
教
、
釈
尊
出
世
の
本
懐
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
諸
宗
分
立
の
疑
問
が
修
学
の
意
図
と
な
り
、
発
心
出
家
へ
の
動
機
と

る。

〈柑〉

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
云
う
観
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
真
仏
教
の
探
究
が
出
家
へ
の
動
機
と
し
て
重
要
で
は
な
い
か
、
と
の
主
張
で
あ

こ
れ
に
関
し
て
、
例
え
ば
『
報
思
抄
』
に

日
蓮
が
愚
案
は
れ
が
た
し
。
世
間
を
み
る
に
、
各
々
我
も
我
も
と
い
へ
ど
も
国
主
は
但
一
人
な
り
。
二
人
と
な
れ
ば
国
土
お
だ
や
か

p
 

な
ら
ず
。
家
に
こ
の
主
あ
れ
ば
其
家
必
や
ぷ
る
。
一
切
経
も
叉
か
く
の
ご
と
く
や
有
ら
ん
。
何
の
経
に
で
も
を
は
せ
、
一
経
こ
そ
一

切
経
の
大
王
に
て
を
は
す
ら
め
o
而
ピ
十
宗
七
宗
ま
で
各
々
詩
論
し
て
随
は
ず
o
固
に
七
人
十
人
の
大
王
あ
り
て
、
万
民
を
だ
や
か

な
ら
じ
。
い
か
ん
が
せ
ん
と
疑
と
こ
ろ
に
、
一
の
願
を
立
。
我
れ
八
宗
十
宗
に
随
は
じ
。
天
台
大
師
の
専
ら
経
文
を
師
と
し
て
一
代

’h

’’＝
ν

，
a

《

U
V

一
切
経
を
聞
き
み
る
に
浬
擦
経
と
申
経
に
云
依
ν法
不
レ
依
ν人
等
云
云

の
勝
劣
を
か
ん
が
へ
し
ご
と
く
、

と
説
か
れ
て
い
る
。
右
の
追
想
に
も
あ
る
様
に
、
諸
宗
対
立
の
疑
問
を
解
決
せ
ん
が
為
に
、
清
澄
寺
に
入
寺
修
学
し
た
と
文
面
上
は
解



り

ま
た
清
澄
寺
時
代

更

叡
山

護自
主警
き丈

~ ~＇~ 
ぞ喜
子著，、 r.!:7
’ 万言の曜
は吹

雪証
言去
最現

語本

Z暴
~ t 
とaの
盤 v は
吾脅
ぷ与 耳豆

是を
考修
ぇ学
るさ
とれ
、た

先後
のの
『事
報で
恩あ

す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

し
か
し
、

「
い
か
ん
が
せ
ん
と
疑
フ
と
こ
ろ
に
一
つ
の
願
を
立
つ
」
と
は
、
諸
宗
研
鍛
に
当

抄
』
に
云
う
「
日
蓮
愚
案
は
れ
が
た
し
」
の
一
文
と
、

っ
て
、
先
ず
智
者
で
あ
り
た
い
。
仏
限
を
得
た
い
と
す
る
念
顕
で
あ
っ
た
と
、
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』

（
註
＠
〉
に
み
ら
れ
る
、
発
心
修
学
の
追
懐
と
、
そ
の
心
境
を
素
直
に
受
け
と
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔註〕〈
M
）

（

日

〉

本
尊
問
答
抄
・
定
遺
一
五
八

O
頁。

破
良
観
等
御
密
・
定
進
一
二
八
三
頁
。
普
無
畏
三
蔵
鈴
・
定
遺
四
七
三
頁
。
清
澄
寺
大
衆
中
・
定
遺
二
三
三
頁
。

（
旭
川
〉

（臼〉

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
・
定
遺
一
五
五
三
頁
。

妙
法
尼
御
前
御
返
事
「
日
蓮
幼
少
の
時
よ
り
仏
法
を
学
び
候
し
が
念
願
す
ら
く
、
人
の
寿
命
は
無
常
也
。
出
る
気
は
入
る
気
を
待
事
な
し
。
風
の

前
の
露
尚
昏
に
あ
ら
ず
。
か
し
こ
き
も
、
は
か
な
き
も
、
老
た
る
も
若
き
も
定
め
無
き
習
也
」
ハ
定
遺
一
五
三
五
頁
〉
。

妙
法
比
丘
尼
御
返
事
「
民
の
家
よ
り
出
で
て
頭
を
そ
り
袈
裟
を
き
た
り
。
此
度
い
か
に
も
し
て
仏
種
を
も
う
へ
、
生
死
を
離
る
る
身
と
な
ら
ん
と

思
て
侯
し
程
に
」
〈
定
遺
一
五
五
三
頁
〉
。

ハ
四
〉
「
閲
目
鈴
」
に
何
況
や
仏
法
を
学
せ
ん
人
、
知
思
報
思
な
か
る
ぺ
し
ゃ
0

・
：
父
母
の
家
を
出
て
出
家
の
身
と
な
る
は
必
父
母
を
す
く
は
ん
が
た
め

な
り
」
〈
定
遺
・
五
四
四
頁
〉
0

ハ
却
〉
神
国
王
御
密
に
、
安
徳
天
皇
の
海
中
に
崩
じ
た
事
。
後
鳥
羽
上
皇
の
隠
岐
配
流
O

順
徳
上
皇
の
佐
渡
配
流
。
土
御
門
上
皇
の
土
佐
配
流
o

仏
の
加

謹
－
神
の
守
護
に
対
す
る
疑
念
を
述
べ
て
い
る
（
定
遺
八
八
一
ー
八
八
二
頁
〉
。

ハ
但
〉
法
然
は
父
の
非
業
の
最
後
を
自
己
の
宿
命
と
受
け
と
め
、
自
己
の
心
的
態
度
の
転
換
に
新
し
い
解
決
の
道
を
見
い
出
す
べ
く
出
家
す
る
ハ
大
橋
俊

雄
『
法
然
に
お
け
る
専
修
念
仏
の
形
成
』
〈
日
本
思
想
大
系
－

m法
然
・
一
週
集
所
収
〉
。
道
元
の
動
機
に
つ
い
て
は
「
我
れ
始
て
ま
さ
に
無
常

に
よ
り
て
柳
か
道
心
を
発
し
」
ハ
『
正
法
限
蔵
随
聞
記
』
〈
岩
波
文
庫
・
六
九
頁
〉
と
み
え
る
。

註
〈
7
〉
参
。

（四〉
（

m〉
普
願
と
霊
性
（
町
田
〉
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替
願
と
霊
性
ハ
町
田
〉

〈
お
〉
破
良
観
等
御
書
・
定
遺
一
二
八
三
頁
。

（
UC
註
ハ
路
）
参
。

〈
お
〉
報
思
抄
・
定
遺
一
一
九
四
頁
。

ハ
mv
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
・
定
遺
一
五
五
三
頁
。

（
幻
〉
日
蓮
聖
人
が
天
台
本
覚
思
想
の
洗
礼
を
受
け
た
事
は
、
円
珍
仮
託
の
「
授
決
円
多
羅
義
集
唐
決
」
の
書
写
を
も
っ
て
当
て
て
い
る
。
昭
和
九
年

三
九
三
四
）
恵
谷
隆
戒
民
に
よ
る
金
沢
文
庫
所
蔵
の
天
台
関
係
典
籍
調
査
の
折
り
、
是
聖
房
密
写
の
星
決
円
多
羅
義
集
唐
決
上
巻
』
一
帖
が

発
見
さ
れ
た
。
そ
の
奥
歯
に
「
嘉
禎
四
年
大
才
戊
成
十
一
月
十
四
日
阿
房
国
東
北
御
庄
清
澄
山
道
普
房
東
西
執
事
是
聖
房
生
年
十
七
才
後
見
人
々

是
無
非
誇
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
靖
・
稲
田
海
索
・
塩
田
義
遜
各
氏
に
よ
り
若
き
日
蓮
聖
人
の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
翌
年
『
回

避
聖
人
真
筆
・
授
決
円
多
羅
集
唐
普
影
印
本
が
金
沢
文
庫
同
好
会
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
是
型
房
書
写
の
『
円
多
難
義
集
』
に
つ
い
て
は
、

辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
〈
第
三
巻
・
中
世
之
ニ
〉

o

田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
ハ
五
七
六
頁
〉
。
高
木
豊
『
二
人
の
日
蓮
・

改
芭
（
大
崎
学
報
二
一
一
五
号
所
収
〉
な
ど
、
夫
々
に
日
蓮
聖
人
の
若
き
目
、
天
台
本
覚
を
修
し
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
い
る
。

〈
却
）
南
条
兵
衛
七
郎
股
御
書
に
於
て
「
法
然
善
導
が
書
き
お
き
て
候
し
ほ
ど
の
法
門
は
日
蓮
ら
は
十
七
・
十
八
の
時
よ
り
知
り
て
候
き
」
（
定
道
三
二

六
頁
〉
と
あ
る
に
よ
り
浄
土
教
を
学
ば
ら
れ
た
こ
と
を
知
る
o

〈
却
〉
清
澄
寺
大
衆
中
・
定
遺
一
一
三
三
頁
。

〈
却
〉
普
徳
無
畏
三
蔵
紗
中
に
「
虚
空
蔵
菩
盛
眼
前
に
高
僧
と
な
ら
せ
給
ひ
て
明
星
の
如
く
な
る
智
慧
の
宝
珠
を
授
け
さ
せ
給
い
き
」
（
定
遺
四
七
三
頁
）

と
あ
り
、
清
澄
寺
大
衆
中
ハ
定
遺
一
一
三
三
頁
〉
に
も
同
意
文
が
み
え
る
。

ハ
む
〉
報
恩
抄
・
定
遺
一
二
四

O
頁。

ハ
沼
〉
本
尊
問
答
抄
・
定
遺
一
五
八

O
頁。

ハ
お
〉
報
恩
抄
・
定
進
一
二
三
九
頁
。

（M
m
〉
本
尊
問
答
抄
・
定
遺
一
五
八
五
頁
。

ハ
お
〉
関
目
鈴
・
定
遺
六

O
一頁。

ハ
お
〉
戸
頃
重
基
『
日
蓮
教
学
の
思
想
史
的
研
究
』

ハ
幻
）
報
恩
抄
・
定
遺
一
一
九
四
頁
。

〈
お
）
註
〈
幻
〉
参
照
。
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ハ
富
山
房
・
一

O
頁
）
。



四

「
立
教
」

の
替
願

日
蓮
聖
人
は
、
自
己
の
宗
教
生
命
に
関
わ
る
初
転
法
輸
に
つ
い
て
、

『
清
澄
寺
大
衆
中
』
に
於
て
、
追
懐
の
一
節
で
は
あ
る
が
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

此
を
申
さ
は
ム
日
蓮
が
命
と
市
町
べ
し
と
存
知
せ
し
か
ど
も
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
御
恩
を
ほ
う
ぜ
ん
が
た
め
に
、
建
長
五
年
四
月
二
十
八

日
安
房
国
東
条
郷
清
澄
寺
道
善
之
房
持
仏
堂
の
南
面
に
し
て
、
浄
円
房
と
申
者
設
に
少
々
大
衆
に
こ
れ
を
申
し
は
じ
め
て
、
其
後
二

十
余
年
が
問
退
転
な
く
由
三
ぎ

右
の
一
節
は
周
知
の
如
く
、
立
教
の
宣
言
に
つ
い
て
、
そ
の
時
刻
と
場
所
、
そ
し
て
宣
言
の
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人

の
立
教
審
願
の
宣
明
で
あ
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
、

「
普
願
」
と
は
、
自
己
の
信
念
・
絶
対
意
志
を
体
現
し
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
る
。
随
っ

( SI ) 

て
自
己
の
信
念
を
体
現
す
る
た
め
に
は
、
肉
親
と
の
訣
別
、
兄
弟
と
も
今
生
の
別
れ
を
覚
悟
し
、
ま
た
働
突
の
痛
み
を
超
え
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
普
願
者
に
と
っ
て
、
今
生
の
訣
別
、
痛
突
の
涙
を
断
ち
切
る
覚
倍
こ
そ
、
最
も
要
請
さ
れ
る
心
意
気
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
一
昨
年
、
西
ド
イ
ツ
の
「
聖
オ
ッ
テ
イ
リ
エ
ン
修
道
院
」
に
於
て
、
幸
い
に
も
二
名
の
修
道
士
の
修
道
普
願
の
叙
戒
式
典
に
参

列
す
る
機
会
を
得
、
彼
等
二
名
が
修
道
掘
削
願
の
故
に
、
両
親
兄
弟
と
訣
別
す
る
姿
を
眼
前
し
た
の
で
あ
る
。
修
道
士
二
名
は
、
自
ら
を
イ

エ
ズ
ス
に
献
身
す
る
信
仰
の
世
界
に
ひ
た
り
、
法
悦
が
満
ち
て
い
た
が
、
然
し
残
さ
れ
た
両
親
た
ち
は
、
大
聖
堂
に
於
て
働
突
の
涙
を
流

し
訣
別
の
悲
し
み
に
耐
え
て
い
た
。
筆
者
は
改
め
て
、

日
蓮
聖
人
の
普
願
に
つ
い
て
、
聞
い
直
し
て
み
た
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
必
ず
日
蓮
が
命
ち
と
成
る
べ
し
と
存
知
せ
し
か
ど
も
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
御
恩
を
ほ
う
ぜ
ん
が

円
智
懇
宝
珠
の
授
受
》

た
め
」
と
云
っ
て
い
る
の
は
、
生
死
を
超
え
て
、
虚
空
蔵
菩
薩
の
御
利
生
に
応
え
る
報
恩
意
識
の
大
き
い
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

さ
き
の
『
清
澄
寺
大
衆
中
』
に
於
て
、

普
顕
と
霊
性
ハ
町
田
〉



哲
顕
と
盤
性
〈
町
田
〉

知
恩
報
思
の
意
識
が
、
生
死
の
苦
難
を
超
え
さ
せ
て
、
立
教
哲
願
と
な
っ
た
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
の
宗
教
形
成
に
於
け
る
特
色
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
後
年
の
『
関
目
紗
』
に
於
て
畠

守

－

h

聖
賢
の
二
類
は
孝
家
よ
り
い
で
た
り
。
何
況
仏
法
を
学
せ
ん
人
、
知
恩
報
恩
な
か
る
ぺ
し
ゃ
。
仏
弟
子
は
必
四
恩
を
知
っ
て
知
恩
報

ヲ

ハ

組

制

》

恩
ほ
う
ず
べ

L
i－－－

と
云
い
、
ま
た
『
善
無
畏
三
蔵
鈴
』
に
も

此
諸
経
・
諸
論
・
諸
宗
の
失
を
弁
ぶ
事
は
虚
空
蔵
菩
麓
の
御
利
生
、
本
師
道
普
御
房
の
御
思
な
る
べ
し
。
亀
魚
す
ら
恩
を
報
ず
る
事

あ
り
、
何
一
広
人
倫
を
や
。
此
恩
を
報
ぜ
ん
が
為
に
清
澄
山
に
於
て
仏
法
を
弘
め
道
善
一
房
を
導
き
奉
ん
と
欲
－

mv

と
あ
っ
て
、
知
恩
報
思
惑
が
哲
顕
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
恩
を
知
る
こ
と
が
「
智
」
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

チ

ル

そ
し
て
ま
た
「
必
日
蓮
が
命
と
成
べ
し
と
存
知
せ
し
か
ど
も
」
と
は
、
明
ら
か
に
法
華
唱
導
の
殉
教
意
識
の
表
明
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

「
餓
悔
を
す
る
」
と
云
っ
た
、
普
願
の
心
的
要
素
が
深
ま
り
充
ち
て
い
た
の
で
あ

( 52 ) 

「
帰
依
を
す
る
」
。

「
献
身
す
る
」
。

「
改
め
る
」
。

る
。
正
に
立
教
哲
願
は
法
華
経
行
者
へ
の
旅
立
ち
の
朝
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

建
長
五
年
の
立
教
普
願
は
、
周
知
の
通
り
忍
難
殉
教
へ
の
旅
立
ち
と
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
法
華
経
色
読
の
軌
跡
が
如
実
に
示
す

所
で
あ
る
。

さ
て
、
立
教
の
哲
願
を
な
す
こ
と
で
、
必
ず
自
己
の
身
命
に
及
ぶ
迫
害
を
覚
悟
は
し
て
も
、
現
実
に
そ
の
場
に
直
面
し
、
そ
の
当
事
者

と
し
て
、
肉
親
と
訣
別
を
な
し
、
故
郷
を
離
れ
る
と
な
れ
ば
、
慎
悩
の
重
圧
は
胸
を
し
め
つ
け
、
心
は
揺
れ
動
き
、
惑
う
気
持
を
抑
え
る

た
め
に
、
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
報
思
抄
』
に
次
の
如
き
述
懐
が
み
え
る
。



日
蓮
此
を
知
な
が
ら
人
々
を
恐
て
申
さ
ず
ば
、
寧
喪
身
命
不
匿
教
者
の
仏
陀
の
諌
暁
を
用
ぬ
者
と
な
り
ぬ
。
言
ん
と
す
れ
ば
世
間
を

そ
ろ
し
。
止
と
す
れ
ば
仏
の
諌
暁
の
が
れ
が
た
し
。
進
退
此
に
谷
り
。
む
ベ
な
る
か
な
や
、
法
華
経
の
文
云
而
此
経
者
如
来
現
在
猶

多
怨
疾
況
滅
度
後
、
叉
一
民
一
切
世
間
多
ν
怨
難
レ
信
等
云
一
碍
》

い
か
な
日
蓮
聖
人
で
あ
っ
て
も
、
二
者
択
一
の
岐
路
と
い
う
現
実
に
立
っ
た
時
、

「
言
ん
と
す
れ
ば
世
間
を
そ
ろ
し
。
止
と
す
れ
ば
仏

の
諌
暁
の
が
れ
が
た
し
。
進
退
此
に
谷
り
」
と
、
思
い
惑
は
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
仏
限
を
関
か
れ
た
智

者
・
回
避
聖
人
で
あ
り
、
父
母
の
思
愛
と
師
の
高
恩
を
思
う
と
き
、

「
進
退
わ
ず
ら
い
て
」
と
の
快
悩
が
、
胸
中
深
く
重
圧
と
な
っ
た
で

あ
ろ
う
。

《
綿
》

建
長
五
年
の
立
教
関
宗
に
つ
い
て
、
宗
門
で
は
、
日
澄
の
『
日
蓮
大
聖
人
註
画
讃
』
や
、
日
諦
白
書
の
『
本
化
高
祖
年
譜
』
等
に
み
ら

れ
る
、
清
澄
山
々
頂
の
旭
の
森
に
登
り
、
昇
天
す
る
朝
日
に
向
い
唱
題
し
て
開
宗
宣
言
し
た
と
喧
伝
さ
れ
て
き
た
。
が
、
し
か
し
、
日
蓮
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聖
人
の
立
教
宣
言
は
、
そ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
は
な
く
、
身
命
を
か
け
た
普
顕
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
偶
々
、
清
澄
寺

持
仏
堂
に
於
け
る
初
転
法
輪
そ
の
事
が
、
地
頭
の
迫
害
を
う
け
る
劇
的
な
場
と
な
っ
た
こ
と
に
徴
し
て
、
立
教
宣
言
の
英
姿
を
、
日
蓮
聖

人
の
自
負
と
確
信
を
、
旭
日
昇
天
に
向
っ
て
唱
題
し
た
と
云
う
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
形
で
表
現
す
る
こ
と
で
、
立
教
宣
言
を
象
徴
化
し

て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
の
立
教
哲
願
は
、
沈
潜
・
熟
慮
・
思
案
・
煩
悶
・
決
意
の
心
的
経
韓
の
成
果
で
あ
る
。
遺
文
は
建
長
五
年
の
述
作
は
見
ら
れ

ず
、
い
ず
れ
も
後
年
の
述
懐
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
中
に
は
生
々
し
く
往
時
を
追
懐
し
た
御
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
『
関
目
紗
』
に
次
の
如
く
見
ら
れ
る
。

日
本
国
に
此
を
し
れ
る
者
但
日
蓮
一
人
な
り
。
こ
れ
を
一
言
も
申
出
す
な
ら
ば
父
母
・
兄
弟
・
師
匠
国
主
王
難
必
来
ベ
し
。
い
わ
ず

哲
願
と
霊
性
〈
町
田
〉



普
顕
と
霊
性
ハ
町
田
〉

屯

ば
慈
悲
な
き
に
に
た
り
と
思
惟
す
る
に
法
華
経
・
浬
繋
経
等
に
此
二
辺
を
合
見
る
に
、

い
わ
ず
わ
今
生
は
事
な
く
と
も
後
生
は
必
無

問
地
獄
に
堕
ベ
し
。
い
う
な
ら
ば
三
障
四
魔
必
競
起
る
べ
し
と
し
り
ぬ
。
二
辺
の
中
に
は
い
う
べ
し
。
王
難
等
出
来
の
時
は
退
転
す

《

M
3

ベ
く
は
一
度
に
思
止
ベ
し
。
今
度
強
盛
の
菩
提
心
を
を
こ
し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
。
既
に
二
十
余
年
が
問
此
法
門
を
申
す
。

ま
た
、

『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
に
も
同
意
の
内
容
が
、
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

此
事
を
知
な
が
ら
身
命
を
を
し
み
て
一
切
衆
生
に
か
た
ら
ず
ば
我
が
敵
た
る
の
み
な
ら
ず
、
一
切
衆
生
の
怨
敵
な
り
。
必
阿
鼻
大
城

戸
伊
佃
》

に
堕
べ
し
と
記
給
へ
り
。
此
に
日
蓮
進
退
わ
づ
ら
い
て
、
此
事
を
申
な
ら
ば
我
身
い
か
に
も
な
る
べ
し
。
我
身
は
さ
て
お
き
ぬ
。

先
の
『
関
目
鈴
』
の
中
で
、

「
法
華
経
・
浬
架
経
等
に
此
の
ニ
辺
を
合
せ
見
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
華
経
響
喰
品
の
説
示

で
あ
る

「
若
人
不
信
・
毅
誘
此
経
・
則
断
一
切
・
世
間
仏
種
」

の
駿
誇
堕
獄
の
教
示
と
、

浬
擦
経
の
一
文
で
あ
る

「
寧
喪
身
命
不
匠
教

者
」
と
い
う
、
滅
後
の
弘
教
を
勧
奨
し
た
教
示
の
、
二
者
択
一
の
岐
路
に
立
ち
、
精
神
的
煩
悶
・
惑
い
が
「
進
退
谷
ま
れ
り
」
・

「
進
退
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わ
づ
ら
い
て
」
と
云
い
、
そ
の
二
者
択
一
の
葛
藤
を
赤
裸
々
に
吐
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
進
退
わ
ず
ら
う
」
と
い
う
思
案
、

つ
ま
り
「
云
う
か
・
云
う
ま
い
か
」
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
中
で
、
決
然
と
し
て
コ
一
辺

の
中
に
は
い
う
べ
し
」
と
さ
れ
、

「
強
盛
の
菩
提
心
を
お
こ
し
て
願
し
ぬ
」
と
云
い
、

「
我
身
は
さ
て
お
き
ぬ
」
と
、
捨
身
弘
教
の
哲
願

を
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
の
立
教
誓
願
に
関
す
る
遺
文
を
拝
し
て
、
喚
起
さ
れ
る
事
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
鼓
詩
堕
獄
・
誘
法
俄
悔
の
意
識
が
強
烈
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、

「
日
本
国
に
此
を
知
れ
る
者
但
日
蓮
一
人
な
り
：
：
：
い
わ
ず
は
今
年
は
事
な
く
と
も
後
生
は
必
無
間
地
獄
に

・
ま
た
「
此
事
を
知
り
な
が
ら
：
：
：
一
切
衆
生
に
諮
ら
ず
ば
：
：
：
必
ず
阿
鼻
大
城
に
堕
つ
ベ
し
」

《崎》

「
此
を
知
て
申
さ
ず
ば
日
蓮
無
間
地
獄
に
堕
ち
て
う
か
ぶ
期
な
か
る
べ
し
」
等
々
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

（
註
＠
〉

（
註
＠
〉

・
或
は

堕
ベ
し
」



法
華
正
法
に
対
す
る
鼓
誘
堕
獄
・
機
悔
滅
罪
の
意
識
は
、
法
華
経
の
勧
持
品
・
薬
玉
菩
薩
本
事
品
に
説
示
さ
れ
て
い
る
末
法
弘
教
の
勧

奨
と
の
関
わ
り
に
於
て
、
立
教
普
願
を
お
し
す
す
め
た
重
要
な
霊
性
ハ
宗
教
意
識
）
と
な
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。

法
華
経
「
勧
持
品
」
の
官
頭
に
於
て

爾
時
薬
王
菩
薩
摩
詞
薩
・
及
大
楽
説
菩
薩
摩
詞
薩
・
与
二
万
菩
薩
春
属
倶
・
皆
於
仏
前
・
作
是
哲
言
・
唯
願
世
尊
・
不
以
為
慮
・
我

等
於
仏
滅
後
・
当
奉
持
読
語
・
説
此
経
均

と
、
薬
玉
菩
薩
衆
の
替
言
が
な
さ
れ
、
ま
た
「
薬
玉
菩
薩
本
事
品
」
の
説
示
の
一
節
に
、

av 

我
滅
度
後
・
後
五
百
歳
中
・
広
宣
流
布
・
於
閤
浮
提
、

と
、
末
法
に
於
け
る
弘
教
勧
奨
・
仏
勅
懲
湿
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
、
こ
の
勧
奨
勅
令
を
身
に
受
け
と
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

「
二
辺
を
合
せ
見
る
」
・

「
進
退
谷
れ
り
」
と
の
、
二
者
択
一
の
絶
対
の
岐
路
に
立
つ
厳
し
い
試
煉
に
臨
ん
で
、

コ
一
辺
の
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中
に
は
い
う
べ
し
」

・
「
我
身
は
さ
て
お
き
ぬ
」
と
葛
藤
を
払
拭
し
て
法
華
唱
導
を
決
定
さ
せ
た
も
の
は
、
鼓
誘
堕
獄
・
末
法
流
布
の
仏

勅
懲
患
を
受
け
と
め
得
た
霊
性
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
仏
勅
懲
湿
の
受
け
と
め
方
に
於
て
、
道
元
の
加
き
は
、

《

O
V

な
得
道
す
」
と
、
正
像
末
わ
く
こ
と
な
し
と
、
時
代
が
機
根
の
上
下
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
機
根
は
時
代
を
超
え
て
皆
同
じ
で
あ
る
。

「
な
ほ
大
乗
実
教
に
は
正
像
末
法
わ
く
こ
と
な
し
、
修
す
れ
ば
み

末
法
で
あ
っ
て
も
只
ひ
た
す
ら
の
参
禅
参
学
す
ベ
し
。
き
す
れ
ば
悟
道
に
入
る
と
主
張
し
、

門
田
》

道
の
最
要
な
れ
」
と
、
発
心
修
道
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
何
ん
と
云
っ
て
も
、
道
元
の
特
色
は
、
主
著
『
正
法
眼
蔵
』
に
見
ら
れ
る
よ
う

「
只
身
命
を
顧
み
ず
発
心
修
行
す
る
こ
そ
学

に
、
思
索
の
倍
道
に
生
涯
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
末
法
思
想
の
克
服
を
宗
教
理
念
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
宗
教
形
成
に
於
て
日
蓮

聖
人
と
の
聞
に
は
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

輔
副
顧
と
霊
性
ハ
町
田
〉



哲
願
と
霊
性
ハ
町
田
〉

即
ち
日
蓮
聖
人
は
忍
難
弘
教
・
法
華
経
行
者
の
生
涯
を
普
願
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
法
師
品
の
弘
教
の
三
軌
l
如
来
の
室
で
あ
る
大
慈
悲

合
引
》

心
。
如
来
の
衣
で
あ
る
柔
和
忍
辱
の
心
。
如
来
の
座
で
あ
る
諸
法
空
の
心
ー
を
弘
法
者
の
心
得
と
な
し
、
勧
持
品
の
二
十
行
偏
に
於
て
、

「
我
不
愛
身
命
・
但
惜
無
上
道
」
と
普
言
さ
れ
て
い
る
薬
王
菩
薩
衆
の
在
り
方
を
、
日
蓮
聖
人
は
心
と
身
に
読
む
こ
と
を
普
願
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
立
教
哲
願
と
は
、
法
華
経
の
真
意
と
仏
勅
と
を
、
身
に
読
む
こ
と
の
宣
明
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

建
長
五
年
の
清
澄
寺
に
於
け
る
初
転
法
輸
は
、
故
郷
で
は
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
聖
書
ル
カ
伝
ハ
4
の
M
〉
に
「
予
言
者
は
故
郷
に
容

れ
ら
れ
ず
」

S
E
官
o
p
o仲
間
宮
民
各
骨

E
g
z
g
〈向

wgユg
品
。
〉
と
あ
る
が
、
当
し
く
、
日
蓮
聖
人
も
迫
害
法
難
へ
の
旅
立
ち
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
立
教
哲
願
に
付
随
す
る
一
つ
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
建
長
五
年
は
、
ま
だ
天
台
沙
門
日
蓮
の
宗
教
活
動
が
開
始

白
凶
》

さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
本
化
の
沙
門
日
蓮
へ
と
、
霊
性
は
高
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
云
う
見
方
で
あ
る
σ
即
ち
、
諸
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宗
批
判
・
破
邪
顕
正
の
宗
教
理
念
は
、
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
主
張
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
し
か
に
、
立
教
関
宗
当
時
、
御
文
書
に
依
れ
ば
、
破
邪
顕
正
の
理
念
は
未
成
熟
で
あ
っ
た
感
を
う
け
よ
う
。
例
え
ば
、
建
長
六
年
鎌

倉
で
執
筆
し
た
『
不
動
愛
染
感
見
記
』
に
は
、

自
－
一
大
日
如
来
一
至
＝
日
蓮
一
廿
三
代
嫡
々
相
承
自己

日
蓮
授
新
仏

建
長
六
年
六
月
廿
五
日

と
あ
っ
て
、
真
言
大
日
の
系
譜
上
に
御
自
身
を
位
置
づ
け
て
お
り
、

ま
た
『
善
無
畏
三
蔵
妙
』
に
も
、

建
長
五
年
の
比
よ
り
今
文
永
七
年
に
至
る
ま
で
此
十
六
七
年
の
問
、
禅
宗
と
念
仏
宗
と
を
難
ず
る
故
匂
・
7

．．
 



と
あ
り
、

『
破
良
観
等
御
書
』
に
於
て
も

か
く
申
程
に
、
年
品
川
二
建
長
五
年
の
春
の
比
よ
り
念
仏
宗
と
禅
宗
等
と
を
せ
め
は
じ
め
て
、
後
に
真
言
宗
等
を
せ
む
る
ほ
ど
に
、
念

白
拘
》

仏
者
等
に
は
あ
な
づ
る

と
述
べ
、
更
に
『
清
澄
寺
大
衆
中
』
で
も

【幻）

真
言
宗
は
法
華
経
を
失
宗
也
。
是
は
大
事
な
り
。
先
序
分
に
禅
宗
と
念
仏
宗
の
僻
見
を
責
て
見
ん
と
恩
ふ
。

と
あ
っ
て
、
建
長
五
年
の
開
宗
当
時
、
そ
し
て
数
年
の
聞
は
、
専
ら
念
仏
ハ
浄
土
〉
と
禅
宗
に
対
し
て
破
折
の
限
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、

真
言
宗
に
対
し
て
は
文
永
期
に
至
る
ま
で
破
邪
の
言
が
見
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
一
連
の
御
文
書
を
拝
す
る
限
り
、
所
調
、
四
箇
格
言
の
如
き
強
烈
な
破
邪
顕
正
の
理
念
は
確
立
は
さ
れ
て
は
い
な
い
。
然
し
、

筆
者
は
惟
う
に
、
普
願
意
識
と
、
そ
れ
を
支
え
る
霊
性
の
問
題
は
、
そ
の
宗
教
者
の
宗
教
思
想
の
深
化
・
教
義
の
深
奥
と
は
次
元
を
異
に
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す
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
思
想
の
深
化
、
教
義
の
確
立
は
、
そ
の
宗
教
者
の
年
輪
と
共
に
豊
か
に
充
実
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
哲
願
意
識
と
か
発
心
は
、
宗
教
者
の
霊
性
に
よ
る
所
が
大
き
い
の
で
あ
る
。
随
っ
て
、
立
教
哲
願
の
当
時
、

た
と
え
諸

宗
批
判
が
未
熟
で
あ
る
う
と
も
、
日
蓮
聖
人
の
法
華
弘
通
の
普
願
は
確
固
と
し
て
い
た
と
み
た
い
の
で
あ
る
。

以
上
で
捌
筆
す
る
。
哲
願
の
問
題
は
、
三
大
普
願
と
法
華
経
行
者
の
殉
教
意
識
に
立
ち
入
る
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、

い
ず
れ
稿
を
改

め
る
こ
と
に
す
る
。

〔註〕（

mv 

（

M
W〉

定
進
一
一
三
四
頁
。

定
遺
五
五
四
頁
。

哲
願
と
霊
性
〈
町
田
〉



普
願
と
霊
性
〈
町
田
〉

ハnu
〉
普
無
畏
三
蔵
紗
・
定
遺
四
七
三
頁
。

ハ
純
情
〉
報
思
抄
・
定
進
一
一
九
八
頁
。

ハnw
）
梅
本
正
雄
編
『
回
避
聖
人
伝
記
集
』
（
本
満
寺
刊
・
昭
和
四
十
九
年
所
収
〉

ハ
斜
〉
閲
目
鯵
・
定
遺
五
五
六
l
五
五
七
頁
。

ハ
必
）
高
橋
入
道
股
御
返
事
・
定
遺
－

O
入
六
頁
。

ハM
W
〉
種
種
物
御
消
息
・
定
遺
一
五
三

O
頁。

ハ
釘
〉
坂
本
・
岩
本
訳
注
「
法
華
経
」
中
巻
・
岩
波
文
庫
ニ
ニ
六
頁
。

（
綿
〉
前
同
・
下
巻
二

O
八
頁
。

〈
品
切
〉
寺
田
・
水
野
校
注
「
道
元
」
・
日
本
思
想
大
系
ロ
・
二
六
頁
。

〈
印
〉
和
辻
哲
郎
校
訂
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
岩
波
文
庫
一

O
一頁。

〈
mv
『
衣
座
室
御
魯
』
（
定
遺
ニ
二
五
五
頁
〉
に
於
て
、
法
師
品
の
聖
文
と
法
華
玄
義
の
釈
を
引
用
し
て
法
華
弘
通
者
の
功
徳
荘
厳
を
述
べ
て
お
ら
れ

る。

〈
毘
〉
田
村
芳
朗
『
鎌
倉
新
仏
教
思
想
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
刊
五
七
六

l
五
七
八
頁
。

ハ
回
〉
定
遺
一
六
頁
。

8
日
蓮
聖
人
の
宗
教
思
想
に
於
て
、
立
教
関
宗
の
前
後
、
密
教
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
、
台
密
露
で
あ
る
清
警
に
入
門
修
学
会
嘉

か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
o
第
一
次
鎌
倉
遊
学
の
後
、
帰
山
し
て
執
筆
し
た
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
（
二
十
－
才
〉
に
於
て
、
「
法
華
経
を
是
体
に
得
い

．，
uv

’’

a

v

 

意
剛
川
真
言
の
初
門
也
0

・・2
・
・
真
言
の
戒
体
は
人
見
レ
之
不
レ
依
ν師
相
承
を
可
レ
失
。
故
に
別
に
記
し
て
一
具
に
不
ν載
。
但
標
章
に
蛾
す
る
事
は
、

為レ
A
W
U
ん
ν
虻
一
－
顕
払
智
教
膨
一
町
」
〈
定
遺
一
五
頁
〉
と
、
修
学
時
代
に
は
密
教
を
宣
揚
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〈
弱
〉
定
遺
四
七
三
頁
。

ハ
邸
〉
定
遺
一
二
八
四
頁
。

（
野
〉
定
遺
一
－
三
三
頁
。

※
昭
和
五
十
七
年
十
月
十
三
日
、
日
蓮
聖
人
七
百
一
年
御
正
当
忌
の
日
誌

( SB ) 


